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	応用
	抗原情報
	背景
	電解質恒常性、細胞シグナル伝達、生存および増殖の調節において重要な役割を果たすセリン/スレオニンキナーゼ。ナトリウム共役型塩素イオン共輸送体とカリウム共輸送体のそれぞれ活性化因子と阻害剤として作用します。SCNN1A、SCNN1B、SCNN1DおよびSGK1を活性化します。電解質恒常性、細胞シグナル伝達、生存および増殖の調節において重要な役割を果たすセリン/スレオニンキナーゼ。ナトリウム共役型塩素イオン共輸送体とカリウム共輸送体のそれぞれ活性化因子と阻害剤として作用します。SCNN1A、SCNN1B、SCNN1DおよびSGK1を活性化します。キナーゼのリン酸化またはWNK4とWNK1の自己阻害ドメインとの相互作用により、WNK4の活性を阻害することで、ナトリウムおよび塩素イオンの輸送を制御します。 WNK4は、チアジド感受性Na-Cl共輸送体SLC12A3の活性をリン酸化によって制御する。WNK1はアクチン細胞骨格の再構築にも関与している可能性がある。NEDD4Lをリン酸化。SLC4A4、SLC26A6、CFTRの活性および表面発現を阻害する足場として機能し、阻害を媒介するSTK39をリクルートする（類似性による）。
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	Saos-2 細胞溶解物中の WNK1 発現のウェスタン ブロット分析。

